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熊
本
県
観
光
物
産
課
が
ま

と
め
た
「
平
成

年
熊
本
県

観
光
統
計
表
」
に
よ
る
と
、

同
県
へ
の
平
成

年
１
～


月
の
観
光
客
総
数
は
前
年
比


・
７
％
減
の
４
８
５
４
万

４
８
３
８
人
だ
っ
た
。
４
月

に
発
生
し
た
熊
本
地
震
の
影

響
で
日
帰
り
客
、
宿
泊
客
と

も
に
大
き
く
減
少
し
た
ほ

か
、
堅
調
に
入
り
込
み
を
伸

ば
し
て
い
た
外
国
人
客
も
、

地
震
発
生
以
降
大
幅
に
減
少

し
そ
の
後
回
復
に
至
ら
な
か

っ
た
。

　
観
光
客
総
数
の
内
訳
を
見

る
と
、
日
帰
り
客
が

・
５

％
減
の
４
１
７
７
万
３
３
０

６
人
、
宿
泊
客
が
６
・
０
％

減
の
６
７
７
万
１
５
３
２
人

だ
っ
た
。
こ
の
う
ち
宿
泊
客

の
県
内
・
県
外
別
の
内
訳
は
、

県
内
客
が
３
・
６
％
減
の
１

０
４
万
８
０
０
９
人
、
県
外

客
が
６
・
４
％
減
の
５
７
２

万
３
５
２
３
人
。
「
熊
本
地

震
の
被
害
で
休
業
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
施
設
が
あ
っ
た
ほ

か
、
修
学
旅
行
の
キ
ャ
ン
セ

ル
や
風
評
被
害
と
思
わ
れ
る

宿
泊
予
約
の
キ
ャ
ン
セ
ル
も

多
く
発
生
し
た
」
と
観
光
物

産
課
。
夏
場
以
降
は
「
九
州

ふ
っ
こ
う
割
」
な
ど
の
施
策

を
展
開
し
た
こ
と
に
よ
り
、

国
内
客
の
入
り
込
み
が
徐
々

に
回
復
し
た
。

　
観
光
客
数
の
前
年
か
ら
の

増
減
を
地
域
別
で
見
る
と
、

熊
本
地
震
で
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
上
益
城
地
域
が

・

１
％
減
で
最
も
減
少
率
が
大

き
か
っ
た
。
同
じ
く
宿
泊
施

設
、観
光
施
設
、交
通
網
が
大

き
な
被
害
を
受
け
た
阿
蘇
地

域
も
上
益
城
地
域
に
次
い
で

減
少
率
が
大
き
く
、
・
７
％

減
。両
地
域
と
も
日
帰
り
客
、

宿
泊
客
数
共
に
大
幅
減
と
な

っ
た
。そ
の
一
方
で
、天
草
、

山
鹿
、荒
尾
・
玉
名
、菊
池
、

八
代
、人
吉
・
球
磨
、水
俣
・
芦

北
の
各
地
域
は
復
旧
関
係
者

の
宿
泊
や
九
州
ふ
っ
こ
う
割

の
効
果
で
、
観
光
客
総
数
は

減
少
し
た
も
の
の
宿
泊
客
数

は
前
年
実
績
を
上
回
っ
た
。

　
観
光
客
総
数
の
各
地
域
別

シ
ェ
ア
は
、
阿
蘇
地
域
が


・
３
％
で
ト
ッ
プ
。
以
下
、

菊
池
地
域
が

・
４
％
、
荒

尾
・
玉
名
地
域
が

・
６
％

で
続
い
た
。

　
外
国
人
宿
泊
客
は

・
５

％
減
の

万
６
２
３
７
人
と

大
き
く
減
少
し
た
。
こ
れ
に

つ
い
て
観
光
物
産
課
は
、

「
国
際
定
期
便
の
運
休
の
影

響
に
加
え
、
地
震
に
対
す
る

警
戒
感
な
ど
も
あ
り
、
国
内

客
と
は
違
い
旅
行
需
要
の
完

全
な
回
復
に
は
至
ら
な
か
っ

た
」と
分
析
す
る
。国
別
シ
ェ

ア
は
前
年
と
ほ
ぼ
変
わ
ら

ず
、韓
国
が

・
５
％
で
ト
ッ

プ
。以
下
、台
湾
が

・
３
％
、

中
国
が

・
７
％
で
続
い
た
。

　
観
光
消
費
額
も
減
少
し
、


・
０
％
減
の
２
５
６
５
億

円
だ
っ
た
。
内
訳
は
、
宿
泊

客
が
２
・
９
％
減
の
１
０
９

２
億
円
、
日
帰
り
客
が

・

２
％
減
の
１
４
７
３
億
円
だ

っ
た
。


